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蓬よ
も
ぎ生
の
名
号
碑
と
専せ
ん
し
ょ
う
じ

勝
寺

（144）

　

遅
羽
町
蓬
生
と
北
山
と
の
境
に
「
南
無

阿
弥
陀
佛
」
と
刻
ま
れ
た
名
号
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。
名
号
の
右
側
に
は
「
天
下

泰
平
」「
嘉
永
五
壬じ
ん

子し

三
月
」
と
あ
り
、
左

側
に
は
「
願
主　

専
勝
寺　

釋
し
ゃ
く

信し
ん
じ
ょ
う定
拝は
い

」

と
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
は
、
嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
）
に
専
勝
寺
の
信
定
が
天

下
泰
平
を
願
っ
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
碑
が
建
っ
て
い
る
山
の
裾
に
は
、

勝
山
と
大
野
を
結
ぶ
大
野
勝
山
往
還
が

通
っ
て
お
り
、
九
頭
竜
川
に
せ
り
出
た

妙み
ょ
う
ほ
う
が
は
な

法
ヶ
端
（
妙
法
ヶ
鼻
）
を
ま
わ
る
と
渡

船
場
が
あ
っ
た
。
そ
こ
は
鵜う
の
し
ま
の
わ
た
し

ノ
島
渡
（
中

島
渡
）
と
呼
ば
れ
、
渡
し
舟
で
渡
っ
た
先

が
勝
山
の
町
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
専
勝
寺
の
住
職
は
、
十
五
世

諦た
い
じ
ょ
う
浄
で
あ
る
。
諦
浄
は
、
専
勝
寺
を
今
日
見

ら
れ
る
本
堂
、

表
門
、
庫
裏
、

経
蔵
な
ど
の
伽

藍
か
ら
な
る
寺

院
と
し
て
整
備

し
た
。
本
堂
は
、

文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
に
新

築
の
建
前
が
あ

り
、
翌
三
年
に

落
成
し
た
。

　

当
時
、
こ
の

地
を
通
る
往
還

道
は
往
来
す
る

人
々
が
多
く
、

道
の
脇
の
木
陰

は
休
息
場
と

な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
黄
昏
時
に
な
る
と
薄
気
味

悪
く
、
そ
の
う
ち
に
幽
霊
が
出
る
と
い
う

噂
が
広
ま
っ
た
。
そ
こ
で
信
定
は
、
こ
の

不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
名
号
碑
を
建
て

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
北
山
の
仁
兵
衛
家
に
嫁
ぎ
、
若
く
し

て
逝
去
し
た
諦
浄
の
妹
の
追
悼
の
た
め
に

建
て
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
後
者
の
方
に
信
憑
性
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
名
号
碑
を
建
て
た
信

定
は
、
専
勝
寺
諦
浄
の
弟
に
あ
た
り
、
妹

へ
の
慈
愛
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

※ 

執
筆
に
あ
た
り
、
専
勝
寺
さ
ん
に
ご
教

示
い
た
だ
き
ま
し
た

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣

参
考
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平
成
24
年
度
勝
山
市

　

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
石
塚
悠
生
（
荒
土
４
）

優 

秀
賞
▼
中
村
紳
吾
（
成
器
南
６
）

西
脇
大
晟
、
有
馬
里
歩
、
石
塚
萌

（
荒
土
６
）
石
川
涼
（
北
郷
３
）
笠

川
望
（
北
郷
２
）

入 

選
▼
松
井
優
佳
、千
京
明
日
香
（
成

器
南
６
）
瀧
本
碧
依
（
野
向
１
）

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
加
藤
颯
捺（
勝
山
中
部
３
）

優 

秀
賞
▼
伊
藤
里
奈
子
（
勝
山
北
部

３
）
谷
口
祐
奈
、
桝
家
小
春 

（
勝

山
中
部
３
）
奥
村
侑
生
、
有
馬
雪

乃
（
勝
山
北
部
２
）
和
田
万
里
奈

（
勝
山
中
部
２
）
多
田
京
加
（
勝
山

北
部
１
）
舟
田
安
佑
、
前
野
愛
花

（
勝
山
中
部
１
）
藤
村
あ
か
り
（
勝

山
南
部
１
）

入 

選
▼
國
本
美
花
（
勝
山
北
部
３
）

寺
本
悠
希
斗
（
勝
山
中
部
２
）
森

景
菜
々
子
（
勝
山
南
部
２
）
藤
村

遥
花
（
勝
山
北
部
１
）
加
藤
晴
香

（
勝
山
中
部
１
）

第
40
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
松
山
貢
士
（
勝
山
南
部
３
）

太
田
雛
乃
（
勝
山
中
部
２
）
大
林

拓
真
（
勝
山
南
部
１
）
松
村
隼
生

（
成
器
南
６
）山
内
玲
奈（
村
岡
５
）

松
山
愛
来
（
成
器
西
４
）
高
島
滉

己
（
成
器
南
３
）
小
池
真
生
（
三

室
２
）
竹
内
紗
良
（
荒
土
１
）

銀 

賞
▼
中
村
慎
吾
、
三
好
翠
（
勝
山

南
部
３
）
武
内
里
奈
（
勝
山
南
部

２
）
小
林
篤
生
（
勝
山
中
部
２
）

永
井
大
智
（
勝
山
南
部
１
）
渡
未

来
（
勝
山
北
部
１
）
長
谷
川
桃
子

（
成
器
西
６
）
玉
木
遥
（
鹿
谷
６
）

山
田
遥
（
村
岡
５
）
平
島
愛
菜
（
三

室
５
）
今
井
彩
葵
（
成
器
南
４
）

福
島
信
明
（
荒
土
４
）
田
中
亜
美

（
北
郷
３
）
田
村
早
希
（
成
器
南
３
）

嶋
田
楓
花
（
鹿
谷
２
）
川
上
晴
也

（
成
器
南
２
）
向
井
海
瑠
（
成
器
西

１
）
渡
敦
郎
（
荒
土
１
）

銅 

賞
▼
道
林
一
徳
（
勝
山
北
部
３
）

篠
田
小
絃
（
勝
山
中
部
３
）
笹
木

静
夏
（
勝
山
南
部
３
）
竹
島
綾
乃

（
勝
山
北
部
２
）
竹
内
涼
汰
郎
、
中

村
愛
花
（
勝
山
中
部
２
）
橋
爪
拓

哉
、
山
下
普
奈
（
勝
山
中
部
１
）

平
島
瑠
菜
（
勝
山
南
部
１
）
福
島

江
梨
那
、
丸
山
瑞
稀
（
成
器
南
６
）

小
林
友
理
江
（
村
岡
６
）
永
井
ひ

か
り
（
成
器
南
５
）
野
地
美
優
（
荒

土
５
）
山
平
優
奈
（
野
向
５
）
岡

崎
睦
人
（
成
器
南
４
）
畑
中
萌
佳

（
荒
土
４
）
新
谷
実
里
（
成
器
西
４
）

黒
田
さ
く
ら
（
成
器
南
３
）
中
出

彩
斗
、
黒
原
京
梅
（
成
器
西
３
）

黒
瀬
柚
依
、
玉
林
柊
太
（
鹿
谷
２
）

舟
田
早
希
（
成
器
西
２
）
齊
藤
茉

凜
（
荒
土
１
）
山
田
の
の
か
、
古

川
陽
夏
（
成
器
西
１
）

下
水
道
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
小
学
生
の
部
】

金
賞
▼
中
村
瑶
菜
（
村
岡
６
）

銀 

賞
▼
松
下
由
樹
（
三
室
３
）
か
わ

む
ら
か
ほ
（
北
郷
１
）

銅 

賞
▼
木
田
悠
斗
（
荒
土
４
）
幅
田

萌
菜（
村
岡
３
）渡
敦
郎（
荒
土
１
）

【
中
学
生
の
部
】

金
賞
▼
嶋
田
裕
子
（
勝
山
南
部
３
）

銀 

賞
▼
前
田
晶
（
勝
山
南
部
３
）
義

岡
征
二
郎
（
勝
山
中
部
１
）

銅 
賞
▼
織
田
真
行
、
小
寺
美
稀
、
坂

野
比
咲
（
勝
山
中
部
３
）
石
塚
有

梨
沙
（
勝
山
中
部
１
）

平
成
24
年
度
勝
山
市

　

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
▼

　

谷
内
佑
菜
（
滝
波
町
１
丁
目
）

　
『
次
世
代
に　

つ
な
ぐ
架
け
橋

　

私
の
一
票
』

優 

秀
賞
▼
高
田
香
奈
、織
田
和
弥
（
奥

越
明
成
１
）
深
見
太
一
（
平
泉
寺

５
）
川
森
康
生
（
三
室
３
）
浅
井

瑞
貴
（
野
向
１
）
出
口
恵
子
（
元

町
３
丁
目
）

平
成
24
年
度
防
火
標
語

金
賞
▼

　

平
瀬
憲
吾
（
平
泉
寺
５
年
）

　
『
料
理
中　

メ
ー
ル
に
夢
中

火
事
の
も
と
』

銀 

賞
▼
廣
田
圭
介
（
荒
土
６
）
平
尾

優
衣
（
村
岡
６
）
杉
下
瑛
紀
（
成

器
西
６
）
髙
田
悠
汰
（
鹿
谷
５
）

田
中
真
白
（
片
瀬
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

銅 

賞
▼
酒
井
明
里
（
若
猪
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

丸
山
瑞
稀
（
片
瀬
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
長
岡

大
熙
（
荒
土
５
）
田
中
稔
赳
（
片

瀬
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
山
田
哲
也
（
平
泉
寺

４
）
石
川
瑚
梅
（
北
郷
４
）
髙
田

千
聖
（
鹿
谷
４
）
廣
瀬
翼
（
成
器

南
４
）
伊
藤
巧
真
（
若
猪
野
Ｂ
Ｆ

Ｃ
）
中
村
龍
翔
（
片
瀬
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）


